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解
答
例

指導されるお家の方や先生方へ　　お子様が問題に取り組む前に，必ずご自分で問題を解いてみてください。本書の解答例は，あくまで 1つの例です。本書の解答例を参考にして，お子様の多様な考えに寄り添って○つけをお願いします。

【解説】
速さ　�速さの単元は，6年生から 5年生に移行してきます。「速さ」「道のり」「時間」を求める問題を掲載し

ています。教科書の「単位量あたりの大きさ」の学習の後にやりましょう。
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【解説】
図形の角1　�交点あは垂直に交わっています。�

角Ａは 30°だから，�
アは　　180°－ 90°－ 30°＝ 60°�
三角定規の角は 45°だから，�
イは　　180°－ 60°－ 45°＝ 75°

　　　　2　�正三角形の 1つの角は 60°，正六角形の 1つの角は 120°だから，�
真ん中に補助線を入れると，アの角は　　180°－ 30°－ 60°＝ 90°

【解説】
倍数と約数　2の倍数でもなく 3の倍数でもない数は，1と 5と 7ですから，3個です。

偶数　�条件③からＡは 2，4，6，8，10　　Ｂは 1，2，3，4�
条件④からＡが 2，8，10 の場合，Ｂを引いて 2になりません。従ってＡは 4か 6，Ｂは 2か 4とい
うことになります。条件②から，Ａ 6・Ｂ 4・Ｃ 10 が分かります。

分数　1　分子を 4にそろえると 　　　　，　　　　なので，その間の分数は　　ということになります。

　　　2　　　　　　  ，　　　　　　 分母を 12 にそろえると，　　であることが分かります。

【解説】
図形の面積　1 ⑴　�三角形ＦＢＣの底辺と高さは変わりませんから，面積は変わりません。�

したがって，色のついた部分の面積も変わりません。
　　　　　　　 ⑵　�長方形の辺に対して垂直な線を引くと，合同な三角形が分かります。�

⑵色のついた部分の面積は長方形の半分ということが分かります。�
⑴の色がついた部分の面積も長方形の半分ですから，⑴と⑵の色の�
ついた部分の面積は等しいです。

　　　　　　2　　�三角形あと三角形いの面積はいつも等しいです。三角形うと三角形えの�
面積もいつも等しいです。点Ｅが対角線ＢＤのどこにあっても長方形ア�
とイの面積はいつも等しいです。
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解
答
例

指導されるお家の方や先生方へ　　お子様が問題に取り組む前に，必ずご自分で問題を解いてみてください。本書の解答例は，あくまで 1つの例です。本書の解答例を参考にして，お子様の多様な考えに寄り添って○つけをお願いします。

【解説】
小数のかけ算　1　25 × 4＝ 100 であることを，活用します。
　　　　　　　2　�積が整数の９であることから，□ . ２×□ . ５  であることが分かります。あとは，�

１・３・７をそれぞれ当てはめてみます。

分数のわり算　商の分母を 12 にするには　　　÷イ＝　　　　ア , イは 3か 4ということが分かります。

　　　　　　　帯分数　　 を仮分数になおしたとき分子が 5になるようするには　　 しかありません。

分数と小数　　�　  ＝0.1111……で　　　＝　　＝0.3333……　です。したがって，　　＝0.5555……　です。

　　　　　　　0.444……＝　　　　0.777……＝　　　です。

6

　問題の答えを書いたあと，なぜそう考えたのか，お友だちや，おうちの人に説明しま
しょう。

名前：名前：

●�　右の図は，周り
の長さが 30cm
の長方形と半径が
等しい半円を組み
合わせたもようで
す。

正多角形と円

答え：�　　　　　　　

　⑵　なぜ，そう考えたのか，上の図を使って説明しましょう。　⑵　なぜ，そう考えたのか，上の図を使って説明しましょう。

　⑴�　半円の半径は何cmでしょう。

　⑴�　下の図で，アとイの周りの長さはどちらが長いでしょう。

①　アが長い　　　　②　イが長い　　　　③　同じ

答え：�　　　　　

ア

3�cm

イ

6�cm

4�cm

6�cm

円と周りの長さ

半径

3 cm

略
略

③

5

　問題の答えを書いたあと，なぜそう考えたのか，お友だちや，おうちの人に説明しま
しょう。

名前：名前：

1�　1，2，4，5�の4まいのカードがあります。下の式が�
成り立つように，□にカードを1まいずつ入れましょう。

小数のかけ算

2�　1，2，5，7�の4まいのカードがあります。そのうち，�
3まいのカードを使って下の式が成り立つように，□にカードを�
入れましょう。

□.２×□.□＝９

□.□×０.□＝□

●�　1，2，3，4�の 4まいのカードがあります。下の式が�
成り立つように，□にカードを1まいずつ入れましょう。�

分数のわり算

÷□＝□
□□

5
12

●�　����や����を小数になおすと，����＝0.333……，����＝0.1111……�
�と同じ数が続きます。
　　0.555……を分数に表しましょう。

1
3

1
9

答え：�　　　　　

1
3

1
9

分数と小数

25 × 4＝ 100だね。

扌
積が整数になるには
ここにどのカードを
入れたらいいかな。

1 7 5

2 5 4 1
1

2

3
4

5
9

P.5 P.6

【解説】
正多角形と円　�長方形のたての長さは半径の 2つ分，横の長さは半径の 3つ分です。

長方形の周りの長さは半径の 10 個分です。�
半円の半径は　30 ÷ 10 ＝ 3　3cmです。

円と周りの長さ　�アの周りの長さは�
3 × 3.14 ÷ 2 ＋ 3× 3.14 ÷ 2 ＋ 6× 3.14 ÷ 2�
＝（3＋ 3＋ 6）× 3.14 ÷ 2�
イの周りの長さは�
4 × 3.14 ÷ 2 ＋ 2× 3.14 ÷ 2 ＋ 6× 3.14 ÷ 2 ＝（4＋ 2＋ 6）× 3.14 ÷ 2�
小さな半円の直径がどんな大きさのときも周りの長さは　12 × 3.14 ÷ 2　になります。

□
ア□

5
12

□
ア□

2
31

1
3

1
9

3
9

5
9

7
9

4
9

半径

半径

半径 半径 半径


